
学問基礎（森） 04 2018-10-08 

1. 言語の獲得 
 言語の教育について、幼少期にふれて
いれば、自然とバイリンガルになるので
はないか、という考えはあります。 

 私が知っている人は、小学校の時にド
イツで暮していて、ドイツ語を話してい
たが、日本に帰ってきたら、聞くことは
できるけど、話せなくなりました。きっ
と、この分野でも、きちんとした研究は
あると思います。 

 ただ、聞いた話では、どちらの言語も中途半端になってしまう人もいるようです。本学学生でも、海外生
活が長かったために、日本語の漢字の読み書きができず、外国語も中途半端という学生がいたようです。   
 なお、私の息子は、私よりも文章を書くのが上手です。私の考えでは、小学校が少人数（1学年20人以
下）で、そのときの先生が丁寧に文章を指導して下さったからではないかと推察します。（廃校寸前の学校
でした。) 結局、子どもの時の言語能力は、日本語か英語かに関わらず、誰かが丁寧に向き合って、触れ合
うことが大事だと結論付けられるのではないかと思います。 

 ありうると思います。おそらく、そういった分
野の研究もあるでしょう。皆さんが子どもに恵ま
れたら、まず、しっかり日本語で丁寧に接してあ
げてください！ 

            これ、重要なポイントです。赤
ちゃんが聞き取った結果を確かめられるか、が分かれ目だ
と考えられます。つまり、Cができることです。 

   残念ながら、日本語ではRとLを 
   区別しないで育つので、聴覚が
耳が区別できるように発達しません。
私の友人は宇宙飛行士なのでロシア語
を修得する必要がありました。母語と
同じようにできることを諦めたら、気
楽に勉強できるようになったそうです。 

                     面白い問題設定ですね。哲学を勉強する人は、
その言語でしか表現できない概念を理解するために、英独仏に加え、ギリシア語ラテン語が
必須と聞きます。 

2. 対人関係 

 甘酸っぱい科学のABCでしたね。 

 対人関係は色々なので、聞くことも時にはもち
ろん必要でしょう。私が話したかったのは、聞く
ばかりではなく、相手の状態を自分で推測するこ
とをする能力も必要ではないか、ということです。
気遣いとか配慮の原点ではないでしょうか。 

 ヘレンケラーが、水に対応した言
葉があることに気づいたとしても、
それをサリバン先生に確かめること
ができなければ身につかなかったで
しょう。いい例ですね。 



3. 大人の科学のABC  その通りです！生まれながらにしてその能力を持っているのだ、とい 
               う自覚を持ちましょう。そして、それ 
               を現在形にしましょう！！！ 

 その通りですが、その気持ちを思
い出しましょう！ 

 先日、卒業生が来てくれ
て、色々話しました。ホリ
エモンの話になりました。
ホリエモンは「失敗しても
貧乏しても大丈夫」という
ようなことをよく言います。
「でも、東大に入った人で、
今も金持ちだから言える部
分があるよね」ということ
になりました。 

 もしかしたら、学歴社会は、そんなところから来るのかもしれません。つまり、偏差値の高い大学に行く
人たちは、堂々としていて、失敗を恐れないけれど、そうでない人は、「バカにされるのではないか」と心
配して、失敗を恐れるようになる。その結果、ますます、偏差値の高い大学に行く人たちは実績を積んでい
くようになる。（仮説B) もしも、この仮説が正しいなら、失敗を恐れずに堂々とすることで、偏差値のよ
り高い大学の人たちよりも頑張れることになります。この検証は、やる価値あると思います。 

 GTDには色々なものがあ
ります。自分にあうかどう
か、試行錯誤で探してみま
しょう。講義のページに、
18分仕事術の本へのリンク
を貼ります。 

 旅行や留学は、時々、「サバイバル」です！まさに、赤ちゃんのように
必死に試行錯誤をしなければならない環境になるでしょう！ 

 まさに、生き残るための能力
でしょう。非常に過酷な状況に
置かれた人が、何とか順応して
いく話はよく聞きます。自分を
追い込むことができれば、身に
つくものも多いのでしょう。 

4. その他 

 よく知っていましたね。そう
です。犬が人間のようにならな
い、はいい指摘です！ 

 実験や研究で、「これはできないからダメ」とすぐにあきらめてはいけない、という教訓ですね。 

 主に、授業関係で視聴します。いくつかありますので、あげてみます。 
・ The history of our world in 18 minutes, David Christian 自然理解「ビッグ・ヒストリー」と関連します。 

・ Let my dataset change your mindset, Hans Rosling データが示す世界は、私たちの誤解を明らかにします。 

・ The kill decision shouldn’t belong to a robot, Daniel Suarez 近年の科学技術の発達は、同時に、容易に人を傷
つけることにも応用できます。その先を想像するとぞっとします。 

※ 授業で紹介した TED は講義のページから参照できます。これらのTEDもリンクしておきます。 

※ e-Campus に掲載した宿題の期限 ： 10月29日（月）です！ 


